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'本
誌
二
月
號
に
ィ
：

ナ
大
舉
ギ
ュ
ン
タ
ァ

•
フ
テ
ン
ッ
敎
授
の
編
纂
す
る
ニ
著
を
紹
介
し

-た
资
、
私
は
同
故
授
の
近
業
に
接
、す
る
こ
と

が
出
来
た

o願
し
て「

三
！

f

年
戰
猙
と

•獨
逸
民
.族
！

人
口
史
的

•農
業
史
的
研
究
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と
い

■ふ
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こ
と
に 

、
そ

.<
0.ー
藝
ぢ
紹
分
し
、.

「

併
せ
て
同
書
中
に
敎

^
が
特
に
强
調

.さ
：れ
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フ
ラ
.ン
ッ
敎
授
が
こ
'の
罄

に

述

べ

、ら
，れ

て
.ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
端
的
に
い

'へ
.ば
、

一
六
一
八
年
か
ら
四
八
年
に
亙
‘つ
た
三
十
年
戰
爭
が 

獨

逸

だ

匁

に

灰

ぼ

せ

吝

影

響

と
;>
.
.
.
。そ

れ

に

ょ

：つ

セ

生

じ

童

業

制

度

の

_
容

>,
^

齔
授
自
ら
の
：言
葉
に
ょ
れ
ば

J
'產
月
の
課
題

. 

は「

三
十
啐
戰
郇
に
ょ
つ
て
，生
じ
た
人
口
減
返
が
、
特
に
農
村
に
お
ぃ
て

•如
'何
に
大
で
あ
つ
た
か
。
又
敏
後
，の
再
植
民
，は
如
何
杈
る
形
態 

.で
行
な
は
れ
だ
か
。
更
に
戰
爭
は
如
何
友
る
農
業
史
的
綠
染
を
生
ん
だ
かJ

を
示
す
に

^:
.る(

一
ー
ニ
§
。
そ
れ
.は
イ
ュ
ナ
火
學
の
ゼ
ミ
ナ

r
ル
參
加
者
の
協
力
に
由
る
と
こ
.ろ

,̂
き
，も
の
、
從
っ
て
こ
の
霄
中
に
は
新
廣
料
に
基
づ
•く
所
說
ば
殆
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
が
、
旣
に 

發
表
さ
れ
た
極
め
て
多
數
の
個
別
的
研
究
は
よ
く
統
一
綜
合
さ
ル
て
、’
以
て
全
體
的
觀
察
が
下
さ
れ
て
ゐ
る

。

，

.

,

ご

體 
一
一

i

十
年
戰
爭
に
<
よ
：っ
て
生
じ
た
獨
逸
人
口
喪
失
に
っ
い
て
吃
紙
來
次
の
ニ
っ
办
見
解
が
對
立
し
て
ゐ
‘
た
。
、

一
は
當
時
の
獨
逸
，
 

經
澈
，文
化
が
蒙
っ
た
災
害
ぬ
す
べ
てt

p

爭
に
負
ふ
も
の
^
し
、
人
口
減
退
を
過
大
評
價
す
る
o'
例
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れ
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^
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し
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過
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價
を
警
し
め
て
以
來
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は
，
舊
說
を
全
く
否
定
す

.る
立
場
を
と
っ
た
。
例
へ
ば
へH

一
一
、

ガ
ァ
は
人
口
減
少
を
僅
か
五
^

の
み
と
箅 

定
し
、
戰
亂
は
國
富
を
消
滅
せ
し
め
ず
そ
の
胍
有
者
を
變
化
せ
し

•め
た
の
み
と
い
ふ
。
そ
し
そ
彼
ば
戰
後
の
獨
逸
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顏
の
原
因
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举
に
で
は
な

.く
、
.獨
邀
帝
國
の
分
裂
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
新
舊
兩
說
に
製
し
て
、

フ
ラ
シ
ツ
敎
於

•の
採
る
立
場
は
、
大
體
グ
ュ

.モ
ラ
'
敎
授
の
そ
れ
に
似
る
。
そ
れ
は
三
十
年
戰
爭
祗 

地
域
的
に
甚
だ
相
違
せ

/る
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
放
す
も
の
で
あ
ふ
が(

y
g
l
.

o

.
.wchmoilelviDas 

st

p>:
d
t
e
w
s
e
n

 unter 

Friedrich.

•

 

-

 

V 

ノ 

.

.

.

 

圓
,

.

 

.•
 

•

 

'

 

■

 

-

V

 

•

 

,

 

•

Wilhelm 

L
>
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こ
の
先
覺
の

_

を
ハ
フ
ラ
ン
ツ
敎
，授
は
本
書
に
お
い
て
裏
書
し
た
の
で
あ
る

0,
そ
の
他
方
、
金
體
と
し
て
み
れ
ば
、 

戰
爭
に
よ
る
人
口
喪
失
は

.
次
に
紹
介
す
る
如
く
可
成
り
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
承
し
た

■の
で
あ
る
。
素
よ
り
人
口
減
少 

の
數
字
は
、
，こ
^'
を
精
確
に
求
め
難
い
。
且
つ
ま
た
或
る
地
方
に
お
け
る
戰
前
と
戰
後
と
の
人
口
數
を
知
り
得
て
も
、
そ
と
に
現
は
れ 

海
逸
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研
究
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、

た
差
異
は
、
戰&

そ
灯
も
の
に
ょ
つ
て
坐
じ
た
も
か
と
は
斷
じ
難
い
。
.殊
に
三
十
年
齪
爭
當
除
に
'は
、
流
行
病
特
に
べ
ス
ト
の
茲
延
著 

し
，き
も
の
於
あ
つ
，た
-が
ら
、
こ
れ
に
由
る
死
ね
と
戰
鬪
に
關
聯
し
て
の
死
亡
と
は
判
然
ど
分
ち
得
ず
、
こ
こ
&

授
は
、
兩
乾
相
合
し

て
-戰
爭
の
.結
•果
に
ょ
る
人
口
’喪
失
と
‘看
敗
さ
.ざ
，‘る
-̂
得
な
か
つ
-た
？
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第一

章「
人
口
喪
失」

に
お
い
て
は
、
被
害
少
き
地
方
と
し
て
、，北
饊
逸
>'
ア
ル
プ
地
方
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
を
擧
げ
、
次
に
被
害
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茜
し
き
地
方
と
し
て
*
東
部
獨
逸r

フ
ラ
ン
，デ

-Z
ブ
ル
ク
•ポ
’マ
ァ
ン
•
メ
ク

レx

ブ
ル
ク
•
シ
ュ
レ
ジ
ィ

エ
、ン
•
ベ
エ
メ
ン)

、
中
部
獨
逸 

(

マ
ダ
，テ
ブ
.ル
ク
大
钶
敎
領
•チ
ュ
ウ
リx

ゲ
ゾ)

、
西
南
獨
逸(

へ
汐
セ
ン
*,
フ
ァ
ル
ツ
*
エ
ル
ザ
ァ
ス
•パ

ァ
デ
‘ン
し
、
南
獨
逸(

ウ
ュ
ル
テ
ム 

ベ
ル
ク
•バ
ィ
ヱ
ル
ン
；
フ
ラ
シ
ケ
ン〕

の
諸
地
擒
に
分
つ
て
具
體
的
に
ん
ロ
變
動
を
考
諮
さ
れ
て
ゐ
る
0
そ
の
個
々
に
つ
い
て
の
研
究 

'の
跡
を
迪
る
と
と
.は
避
け
、
こ
と
に
は
ぞ
の
齋
括
を
紹
介
し
よ
ぅ
。
.
日
く
4
以
上
諸
地
方
の
間
に
あ
つ
て
、
戰
爭
中
そ
の
住
民
の
數
を 

故
加
し
#:
,
た&

は
、'
 

極
必
て
'小
局
亂
の
み
で
か
る
。
西
北
獨
逸(

一
一
ィ
グ
ァ.ザ
グ
セ
、
ン
•
ウH.

ス
ト
.

s

ァ
ア
レ
ン〕

於
び
に
ザ
ク
•セ
ン
遵 

滞
傲
領
で
は
、
全
，體
と
し
て
は
戰
盹
の
狀
態
を
縦
持
し
#;
た
。
こ
瓜
は
三
十
年
間
の
自
然
的
增
加
部
分
だ
け
が
戰
筆
の
觀
牲
と
な
つ
た 

こ
と
を
意
味
、す
る
。
こ
れ
.に
對
し
て
、
主
也
る
被
齊
地
域
で
は
7
歡
爭
に
i-
つ
て
人
口
の
六
〇
1
七
〇
％
が
失
ば
れ
•た
。
乙
れ
に
屬
す 

る

.の
は
、
メ
ク
レV

K

ル
ク
•ポ
マ
ァ
ン
•
ヘ
ッ
セ
ン
•
フ
ァ
ル
ツ
•ウ
ュ
ル
テ
ム
べ
ル
ク
罾
で
あ
る
。
こ

れ
等

.に

次

い

で

人

口

喪

失

約

五

〇 

多
の
/地
方
は
、
ブ
ラ
ン
デ
シ
ブ
ル
タ
選
帝
侯
領
*
マ
グ
デ
ブ
ル
.ク

犬

司

敎

微
•チ
ュ
ウ
リ
ン
ゲ
ン

•
 H

ル
ザ
ァ
ス

•バ
イ

*
ル
ン
•
フ
ラ
ン
ケ
.
 

ン
等
で
あ
り
、
シ
4
レ

ジ

ィH

ン

•
ベ

H 

メ
ン
は
各
ミ
そ
の
人

0-
.數
の
約
ー
一
〇
炻
を
失
つ
た
だ
け
.で
あ
つ
た
。
い
ま
こ
れ
等
に
つ
い
て
愼 

m
に
簕
记
す
る
な
ら
ば
-
三
十
年
の
苦
.
_
の
歲
月
の
間
に
*
獨

逸

農

村

人

ロ

の

約

四

〇

％

が
、戰

亂

と

流

行

病

と

の

犠

牲

に

供

さ

れ

た

こ 

と
に
•な
が
*-他
方
、
都
市
人
ロ
の
贬
失
は
三
三
％
と
撒
定
す
る
，こ
と
が
出
漱
る」

と
«」

.©
0-
■

.
然

し

，な

が

ら

、

こ

の

全

人

ロ

の

三

分

の

'-
'
餘
に
も
達
す
る
減
少
も

>
獨
逸
民

^
の
生
活
か
を
顿
壞
し
去
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た

o:
三 

十
ち
戰
郇
終
了
の
頃

■か
ら
歐
羅
巴
の
人

•ロ
は
一
般
に
增
加
し
な
く
な
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
佛
藺
西
の
人
口
は一

六
六
〇
年

か

ら一

七
五 

:
.,
0 .
年

.に
奪
る

|1
1
]始
、
1
.

吼̂
茚
萬
：よ

览

:^
八
#
萬
^

;!'
/
:
:る
i

»

載

、
.'
.
-そ
、
i

s

 坪 
_

*

«

m..
T

抹
•

b
.A
^

«

'

か
國
外
移
住
と
か
に
よ
る
と
い
ふ
よ
り
は
"
概
ね
出
密
率
の
減
返
、
生
活
水
瑕
を
維
持
す
る
及
め
の
多
*
の
忌
避
で
ぁ
づ
た
.Q
-
,然
：る
に 

..
:
'
1§

請

:«
の
调
炝
_
^,
で
5
;.
'
'ひ
：.ど
¥
獨

灘

は

轉

殊

咿

地

位

呤

权
0

_:0
.‘腹

ち

戰

爭̂
被

.

•に

よ

る

貧

齋

化

，、

M

に
政
治
的
分
裂
と
權
：

R

喪
失
と
の
悲
境
に
投
げ
込
ま
れ
た
に
も
拘
ら
ネ
、獨
逸
民
族
は
そ
の
逞
し
き
，生
へ
の
意
欲
• 

生
活
力
'を
出
坐
增
洳
を
以
て
顯
示
じ
た
-
の
で
ぁ
つ
允
。
フ
ラ
ン
ツ
敎
授
の
推
萣
さ
る
、
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、一

七
五
〇
年
の
獨
逸
人
ロ

.

.

は
、
百
年
前

S
十
屯
戰
爭
終
了
®

&
4
り
も
約
七
五
％
增
で
ぁ

0,た
0*1
'從
つ
て
獨
逸
民
族
は
戰
驴
に
よ
る
人
ロ
喪
失
を
、
，一
世
紀
の
間
‘

ぃ

.
に
補
充
し
た
の
み
な
ら
ず
、
全
體
と
、し
て
は
、
,*
縱
令
少

1 :
-な
り
と
し
て
も
尙
綠
人
ロ
數
の
增
加
を
示
し

.た
の
で
ぁ
つ
た

0
^
五
三
.茛)

• 

こ
の
’他
方
に
お
い
て

' UI

十
年
戰fr

は
注
目
す
べ
き
：

i

果

を

惹

き

起

し

て

，
ゐ
，る
。

そ

れ

は

戰

後

、に

大

規

模

な

人

口

，
移

動

が

獨

逸

諸

地 

.

方

問

に

，行

は

れ

た

こ

と

で

ぁ

る

• °,
住
民
と
土
地
と
の
關
係
は
緩
め

”ら
れ
、
戰
火
に
よ
■つ
て
農
場
を
荒
廢
せ
し
め
ら
れ
た
農
民
は
新
し
い
■ 

故
，鄕

f
求
め
で
他
地
に
移
出
し
た
。
祖
税
及
び
諸
負
擔
の
增
徵
を
避
け
て
の
移
住
、
そ
し
て
植
民
者
に
與
へ
ら
れ
た
經
濟
的
利
益
を
享 

'
受
す
る
た
め
の
移
住
。

の
1み
な
ら
ず
、
新
住
地
に
お
け
る
ニ
年
乃
至
六
年
の
公
課
免
除
期
間
を
經
た
後
こ
扎
を
放
棄
し
、

と
の
種
の
利 

、

益
を
，求
め
て
稗
移
住
す
る
栽
も
尠
な
く
な
か
つ
た
-。
か
く
て
農
村
人
口
は
放
浪
狀
態
に
陷
つ
た
と
さ
へ
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
01
し

か

も 

,

こ

の

傾

向

：：宗̂
敎
的
逾
番
に
よ
つ
て
一

,
做
が
さ
れ
、
外
亂
人
の
移
入

.に
よ
つ
て
强
め
ら
，れ
る
と
と
に
な
つ
たo

然
し
な
が
ら
、

こ
れ 

.
は
戰
於
に
お
，げ
る
稗
建
が
外
國
人
勢
力
の
參
加
を
俟
つ
て
は
じ
办
て

'な
し
と
‘げ
ら
'れ
た
と
い
ふ
惫
味
で
は
な
い
。「

宗
敎
的
1!
:

命
き
、
填 

、

' 

‘

娵
逸
敗
濟
见
硏
究
の
1.傾
尙 

:

、

パ
• 

ニ 6
^
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.
獨
逸
經
濟
史
研
究
の1

傾

尙

: 

. 

，
ニ

o 

(

二
八
六〕

夂
太
利
の
逍
放
者
、.，美
チ

メ

-^
め
移
民

'"
瑞

.雨
の
メ
ン

7
派
信
仰
者
筹 

た
。

乜
れ
等
外
國
人
と
獨
逸
の
新
植
民
衮
と
が
挪
結
ん
、だ
こ
と
，も
稀
で
は
た
い
が
\
然
し
そ
れ
は
全
體
と
し
て
は
僅
か
也
も
の
で
あ
っ 

，た
。
，獨
逸
農
村
の
苒
建
は
、
金
く
獨
逸
民
族
の
生
活
力
の
な
す
と
し
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る」

。(

五j

ハ
頁)

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
農

^;
に 

(
っ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
•都
市
の
苒
建
に
も
亦
い
ひ
得
る
と
と
ろ
で
、あ
つ
衣
。
但
し
都
市
に
あ
っ
て
は
，广
農
村
に

^
け
る
よ
り
も
外
國 

■移
揭

0
*
的
影
響
は

i
り

大

食

巧

も

め

：於
^
り

た

匕

厶

は

否

め

な
^
事

實

で

あ.

る
。
：：：

こ
0
敏

後
.に
お

；げ

名

人

：
ロ

栘

動

は

、

'本
書
第
一
1章
:- 

「

新
植
民
者
の
素
性」

で
詳
細
に
.取
扱
は
れ
て
ゐ
る

o 

’ 

' 

.

.
_
!.
、

三

、 

• 

\
 

:

、

.概
括
的
に
見
る
な
ら
ば
、
人
.p;
喪
失
の
特
に
迤
だ
し
き
地
•方
は
、
然
ら
ざ
る
地
方
"か
ら
の
移
住
者
を
吸
收
，す
る
謂
は
^

「

低
氣
壓
地 

域」

で
あ
っ
た
。(

九
三
5
 

' 

:

 

‘

,

〉

_
.賤
中

、
べ
中51
:
を
守
っ
：て
多<:
;
'
:
の
现
を
累
权.だ
瑞
瓯
も
-

^H

,

ス
'
h
~
.
フ
.
.ァ
'レ
、
ン
；震

締

結

後

に

铽

戰:1
取
氣
名
：1過
し
て
經
濟
不 

.

.に
陷
1
，
：こ
.と
に

-
'
氣
::
1
:の
^
ロ
：し

が

給

養

番

ぬ̂

.

る
南
獨
敏
地
方
に
移
住
を
镅
始
す
る
ヒ
至
づ
.
た

,-
0

そ
'
の
.
多
-<
:
'

は
旣
，婚
者
で
あ
っ
た
0

加
ふ
る
に
同
國
の
廣
民
行
政
に
よ
っ
.て
、

.被

呢

護
 

'
奢
の
移
出
が
計
迸
的
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。
S

S

K

O然
し
瑞
西
移
民
に
は
V
宗
歆
的
追
齊
を
動
機
と
す
る
.者
'ば
'殆 

ん
ど
な
か
っ
た
。
た
^

彼
#

の
有
す
る
.信
仰
の
如
何
に
よ
り
、
そ
の
移
住
先
は
個
々
に
.決
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

•

「

チ
ユ
ゥ
リ
ッ
ヒ
地
カ
か
ら
の
-移
せ
者
は
殆
ん
ど
全
部
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
領
に
定
著
し
た
。
こ
こ
は
ラ
イ
ン
上
流
地
方
に
お
，け
る
唯
一 

の
新
敎
敗
大
領
邦
で
あ
つ
た
"の
で
あ
る
O '

又
カ
ト
V

ッ
ク
的
三
原
州(
ゥ
，リ
ノ
ノ
ユ
ゥ
ィ
ッ
ツ
、
ゥ
ン
タ
，
ヮ
ル
デ
ン〕

の
農
民
は
-

ラ
そ
ン
上
：流
. 

の
.力
ト
リ
ッ
ク
地
域
を
求
め
た
。
跦
に
エ
ル
ザ
ァ
ス
に
敕

-v
»七
は
、新
領
主
た
る
佛
蘭
西
王
室
の
政
賞
ど
し
.
て
、
力
ト〖

リ
ツ
.ダ
み
信
者
の

.

.

.、

.

■
'

... 

.
 

... 

.. 

...
 

’ 

r
:
，

ノ
'
 

..
 
..
 

• 

.

..
-
ブ

.

:

.

.
 

.S.'
 

'

.

.

 

.
.

.
.

.

て
.'
 

.

，が
、新
植
民
荠
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」

フ
ァ
ル
ツ
.に
移
住
し
た
の
は
璐
西
人
の
.
み
.
で
、
は

な

：
い
0「
ネ
エ
デ
ル
テ
ジ
ド
の
新
敎
徙 

も
亦
こ
こ
に
來
住
し
た
。
又
ル
-ッ
タ
ァ
派
の
地
域
に
屬
す
る
へ
ッ
セ
ン

•
イ
ゼ
ン
ブ
、ル
タ
等
に
は
、
チ
ユ
々

■■
^

シ
ゲ
ン

‘

フ
ォ
ゲ
ル
^
ぺ
 

，ル
タ

•
更
に
戰
禍
を
受
け
る
こ
と
尠
な
か
つ
た
マ
ァ
ル
ブ
ル
ク
の
背
而
地
の
諸
農
民
が
移
住
し
た
。'
矹
し
ゼ
い
へ
ば
.、̂

つ
>

^

仰

者

の 

、
移

往

，を

許

し

こ

^

に
信
仰
自
由
を
與
へ
た
の
：

3
d、

エ
ル
'X

パ
ハ
や
ハ

/
;̂

ウ
II
:

リ
ヒ
.‘テ」

.ン
べ
-
ル
パ
等
の
小
領
主
だ
け
で
あ
つ
炎
し
ハ
六
六
®

。

.
•こ
.れ

等

と

並

ん

，で

>.

へ
：信

仰̂
の
.，理'由
か
ら
猶
 ̂

ラ

ン

ド

ル.人
•
タ
.ル
ウ
ン
人
の
移
往
の
如

•
 

.
 

.
 

.
 

% 
:•
 

.

.

.

.

. 

•

き
は
第
十K

*

紀
.に
旣
に
行
な
は
れ
：て
ゐ
■た
が
、
戰
後
拟
こ
の
'
輝
の
亡
命
者
.は
特
和
そ
.
の.
數
を
增4

炎
。
佛
谓
西
め
^
^
^

:
.ォ
イ
の
17
;

ル
ド
'敎
徙
、.：.瑞
西
や
ネH

デ
ル
ラ
‘
ン
ド
の
メ
ン
ノ
派
信
者
等
こ
れ
で
あ
：る
0
.
.
.彼
等
社
多
く
そ
の
故
:®

に
お
け
る
激
浪
の
.國
民 

に
屬
'し
だ(

八
.ー'
:贫
>
0
:そ
1>

て
^

の
.
.移
住
と
共
ち
牧
畜
.
農
»

。鑛
山
*
織

物

等

：
々
^

て
優
れ
た
技
術
を
も
移
植
し
た
の
で
あ
つ

次
0
-
 

そ
れ
祐
上
部
ラ
イ
ン
地
方
に
の
み
行
な
は
れ
た
の
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に
特
.に

多
數
來
住
し
龙
敬
太
利
追
放
紫
に
も
へ
又
'ザ 

ク
ー¥
幺
.に
多

ぐ

移

往

、し
.た
：ベ
：
？
ネ̂
 ̂

:'
:

-

.
':
.

:

.''

.

.
.

. 

;■
■

東

部

獨
•逸

に

つ
W

V

見
れ
ば
、シ
ユ
レ
ジ
ィ

-

ン
に
お
衧
る
新
移
住
苕
は
獨
逸
本
國
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
が
ら
來
た
.も
の
で
あ
0
'浪
^

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、

■そ
の
南
部
に
は
隣
接
せ
る
.ザ
ク
セ
ン
、
就
中
ラ

_ウ
ジ
ッ
ツ
か
ら
の
移
人
、
菸
に
べ
-
メ
シ
か
ら
の
移
人
を 

主
と
し
、
北
部
で
は
新
移
住
者
の
殆
ど
大
部
分
が
メ
.
ク
レ
ン
、ブ
ル
ク
、

ニ
イ
ダ
ア
ザ
ク
セ
ン
地
方
か
ら
の
者
を
以
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
龙 

め
で
あ
る
。
尙
戰
爭
痕
後
に
は
大
選
帝
侯
フ
リ
'
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
•
•ウ
ィ
-
ル
.
ヘ
ル
ム
，に

ょ

つ

て

和

蘭

人

が

召

致

.̂

れ
て
ゐ：

る
が
、
こ(

の
プ
.
ラ

シ

，
 

，デ
ン
プ
ル
タ
に
お
け
.る
瑞
西
人
*

ヮ
ル
V

敎
徒•

フ
.
.ァ
ル
ツ
人
；

グ
ノ
，
ォ
等
の
移
住
は
第
十
七
世
紀

.七

〇

年

代

以

降

の

む

と

で

：あ
つ
：た
。

,

要
約
す
れ
‘ば
、
•南
獨
逸
は
瑞
FJ
4

 a

ル
。填
太
籼
等
の
謂
ゆ
る
ア
ル
ナ
地
方
人
を
以
て
植
民
さ
れ
-
こ
こ
で
は
北
方
種
族
の
要
素
は 

薄
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
.た
他
方
、
北
獨
逸
で
は
二
ィ

.ダ
ァ
ザ
ク
セ
ン
や
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
地
、方
が
ら
の
歆
移
佐
者
に
ょ
つ
て
诎
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摘
逸
經
濟
史
趼
究
の
ー
傾
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.

方
■
的
要
素
は
一.
層
濃
厚
化
-
さ
れ
た
，の
で
あ
る
。
然
し
個
タ
に
は
か
.1

る
差
異
あ
り
と
離
も”

三
十
年
戰
爭
は
結
局
す
：ベ̂
の
：獨
屢
種
族；
. 

を
•
混
淆
也
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
と
.

の
混
合
‘
の
中
か
.ち
新
員
^:
1

於
成
立
す
，る
に
至
っ.た
'0

薪
移
住
者
が̂

定
的
に̂

着
し
て
新
農
民»

■ 

. - 

，.—
い.
'
.
.
.

*

.. 

パ
 

J 
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L
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;
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.
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V
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L
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■ 

、
v .
.

を
：形
成
す
る
ま
で‘に
は
、
實
際
迖
は
數
十
年
办
經
過
ゼ
要
し
，た
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
三
十
年
戰
爭
の
行
な
は
れ
た
第
十
七
世
紀
は
、 

ひ
ん
り
獨
逸
民
族
氍の！！

造
，を
變
化
せ
し
め
た
の
み
な
ら
ず
\
獨
逸
農
聆
階
級

一

少
く
、と
も
東
部•
獨
逸
の
農
民1

の
權
利
め「

運 

命
的
轉
換
し
の
世
紀
で
あ
っ
た0へ
丸
ー
ー
ー
.5
.
第
三
氧
"

戰
爭
の
農
業
史'
的
’
結
果
.

」

比
、
こ
の
農
拢
階
級
の
權
利
の
變
化
を
取
极
ふ
。

.

フ
ラ
ン
ッ
、敎
授
に
i

れ
ば
、‘
一一一
十
年
戰
爭
に
ょ
つ
ズ
新
た
に
耕
地
.
が
潰
滅
し
た
事
例
は
極
•め
て
少
な
い
0.

潰

地

の

多

く

は

戰

、胤

旣

に
 

潰
滅
化
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
'た
び
從
ヴ
て
^

爭
の
た
め
に
耕
地
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
然
し
村
落
耕
地
が
一
，
 

時
的
に
な
り
と
も
'荒
廢
し
た
場
合
、
そ
れ
は
概
ね
土
地
所
右
關
係
め
變
化
を
惹
き
起
し
た
の
で
あ

‘.

っ
た
。
加
ふ
る
に
戰t

終
結
後
は
、
獨
. 

逸
の
み
尨
ら
ず
歐
胍
巴
，一'
般
に
農
業
恐
慌
が
招
來
さ
れ
た
。
，こ
.
こ
に
*-

民
階
級
の
負
愦
は
增
大
せ
ざ
る
を
得
な
’

っ
た
の
で
あ
る
。
然 

し
な
が
ら
こ
れ
等
の
障
碍
に
も
拘
ら
ず
、遵
村
の
苒
建
は
進
め
ら
れ
て
行
っ
允
o

.

そ
れ
は
如
何
な
る
農
業
制
度
と
な
っ
て
結
课
し
た
か
。

,

^

‘ル
‘べ
河
.以
西
の
本
國
獨
逸
の
猶
民
地
域
で
は
、
戰
带
'

1

ょ
っ
て
.
農
業
機
糨
は
、決
定
的
に
變
化
せ
ず
、
：農
民
保
有
地
と
地
主
.所
肩
她 

の
關
係
が
東
質
的
に
推
移
す
る
こ
と
も
な
く
、
又
^

M

の.
領
主
’乃
至
國
家
に
對
す
る
權
利
も
原
理
的
に
變
る
こ
と
な
か
づ
た
’
西
南
獨
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ぐ
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-
一

-

逸
の
レ
‘
，ン
テ
ン
グ
-
ル
ン
ド
へ
'ル
.
シ
，ャ
フ
ト
.v

中
部
獨
逸
の
グ
ル
ン

.ド
べ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
西
此
獨
逸
の
マ
ィ
ヤ
ァ
制
は
、
孰
れ
も
戰
前
に 

お

け

る

、

く

に
#

建
さ
れ
た
0
:
僕
»

泰
公
强
制
も
、
‘そ
れ
が
貴
族
的
肿
有
者
に
ょ
り
新
し
い
隸
屬
關
係
と
し
て
利
用
さ
仉
る
と
と
な
き 

や

ぅ
匿
が
馨
し
得
た
限
り
、
I

の
I

を
I

す
I

と
は
な
か
っ
た
。」 (

1

0

1

然
し
，
取
部
■

に
お
け
る
諸
關
係
は
、
 

こ
れ
と
全
ぐ
相
違
し
た
。
•
こ
こ
で
は
戰
带
は
農
民
保
有
堆
を
著
‘し

く

且

っ

，
繼

續

的

.に

.減
少
せ
し
め
，
そ
：れ
に
伴
つ
.て
農
民
を
.世
襲
的
琴
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關
係
と
體
僕̂

度

と

の

中

に

追

ひ

や

つ

た

の

で

あ

る

。」a

 

Q五
莨
.

>■

 

,:

‘，
：

‘
:;
•

次

い

で

フ

？
 V

ソ
敎
授
は
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル

ク
•

ラ

，

ウ
ジ
ッ
ツ

•
シ
ユ
レ

.^
、ィ
ヱ
ン•ベ• H 
メ
ン

•
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

-
•ボマ
ァ
ン

.
 

諸
.他
方
に
お
竹
石
ダ
，ウ
ッ
へ
ル
シ
•
ャ

フ

ト

の

發

展

を

個

々

に

檢

討

し

た

後

、
次
の

如

く

猶

ぺ

イ

ゐ

石

。

r

東

部

獨

逸

の

グ

ウ
ツ

へ
ル
，
シ 

■

フ

ト

：の
；
成

立

，
に

ぱ

多

<;
の

敗
^:
的
社
會
的
_
濟
的
蔽
因
.を
脊
し
、
:̂
:
れ

を

：こ2:
.
:
:
に
%-
成

，
て

_

ぺ

る

 

農

民

の

.
地

、
の'惡
化

：
と.大
規
摸
_

經
營
べ
.
.
.
の
||
化
と
は
第
士
六
世
紀
に
旣
に
始
ま
ダ
て
を
纹
、
そ
れ
は
第
十
九
世
紀
に
至
る(

ま

：
で

續

い

た

の

で
 

つ
た
。
然
し
:£

.の
-
間̂

あ

^
て
.、.1

一一

屮
年
戰
爭
の
.
1あ

つ
-^
災

厄

の

歲^'
は
最
も
重
#'
,な
段
落
を
录
.し
.̂
も
の

.
、
JP
ち
.セ
.の
H
ナ
年
間 

グ

-?
ソ
へ
.ル
シ
ャ
フ
ト
邏
展
上
の
.多
く
办
障
碍
條
件
.は
排
除
さ
れ
农
の
；5
>^-
る」

0べ
ご
‘八
！ 

、:•
■

グ
ゥ
'
.ッ

へ
ル
シ
中
フ
> 進
展
を
決

觉

し
.
^
I
V
の
は
*

戰
爭
<0
‘
結
果
.
た
る
人
，の.不
导
農
民
：の'不
足
で
：あ
つ.
，た
'と
著
者
は 

ふ
o

r
農
場
^

が
荒
廢
し
■た
農
民
保
有
，地
を
そ
の
ま
、
放
置
す
る
.こ
>

t

を
欲
し
，な
、い
時
は
、
と
れ
を
被
の
農
場
内
に
と
ゎ
い
れ
ね
ば
な一
 

な
か
つ
た」

。
1
農
業
勞
働
カ：

を
確
保
す
名
だ
め
に
比
、
' 藤
民
を
土
地
に
緊
縛
す
•る
，要
が
あ
つ
た
。
加
ふ
る
に
農
民
及
び
騎
士
‘の
%
有
‘
 

.る
資
本
：の
缺
?
ガ
あ
：る
o
農
民
比
獨
'力
^
そ
'の
保

有

隹

地

を

再

建

し

得

ず

、

ヒ

.と
^
そ
の
負
債
の
增
都
は
賦
役
の
增
徵
と
な
つ
て
镑 

し
.た
'
即

，ち「

三
+
年

攀

は

東

靡

獨*
の
'
.自
辑

農

民

層

を

消

滅

，せ
し
.め
''
\
^
.の
%;
方
：を

終

極

的

杧

騎̂
^
^

,

O
U 

. V

.
 

. 

: 

.

. 

_ 

:
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.
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V

.か

く

て

フ

ク

ン

ッ

敎

授

ほ

^
の
：
如

き

結

論

を

下

す

。

「

-
獨

屋

族

來

上

象

お

け

务

三

十

年

戰

争

の

地

位

に

つ

^

て

語

名

時

に

は

ゼ
 

發
展
に
つ
い
.て
も
亦
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な5

。‘
そ
れ
は
本
質
的
に
人
ロ
史
的
原
因
を
有
す
る
も
の
で
ぁ
气
/そ
の
作
用
に
お
い
て
囿 

民

族

體

の

鞲

造
.忆
決

定

的

影

響

を

與

~
龙

も
^
で

ぁ

っ

、た

」

と
0(

ニ

5
5-
.

五

獨
逸
，經
濟
，史
硏
究
の
'

1

傾
^
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H
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:
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I
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.絲
濟

史

菜
^

微

产

. 

ノ
 

■ 

ニ

®

、
C
1
.
1

九
o)

,
认

上

が

フ

ヲ

ン

ッ

敎

授

の

此

業

の

圭

内

容

で

1
讀
し
て
奇
異
.
I感
ぜ
ら
れ
る
點
は
、東
部
獨
逸
に
お
け
る
人
口
移
動
•農
業
機 

權
の
齋
化
に
つ
いy

可
成
り
の
队
數
が
ざ
^

て̂
ゐ
る
に
A
拘
ら
ナ
、
東
ブ
ロ
ィ
セ
ン
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
.言
及
さ
れ
て
A
な
い
こ
と 

で
；あ
る
•
ぞ
の
理
此
に
つ
如
.て
は
何
.事
领
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
0」

た

^
註
記
と
し
て
、「

東
ブ
ロ
ィ
セ
ン
で
は
三
十
年
戰
爭
よ
り
は 

一
/ 

五
べ
I
五

七

年

の

第

一

一
次
端
典•波
蘭

戰

争

、
更

に

，一
七
〇

九

，丨

一
ブ
年
の
ベ
ス
>
の
流
行
於
童
要
で
.あ
り
/
こ
.れ
等
に
よ
.つV

多
數
の 

死
减
村
落
を
常
^
し
.
、
’，
' 
人
ロ
構
^
は
著
し
ぐ
變
化
す
,̂
こ
と
に
な
つ■

た」C 
ニ
七
頁)

と
述
べ
^'
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
0
恐
ら
く
こ
れ
が 

敎

授

を

-U
て
、
と
..<p
地

方

に

關

說

す

石

こ

と

浓

敢

，て
省
略
せ
し
め
た
理
由
な
の

‘で
必
ら
ぅ
が
、
そ
れ
に
し
‘て
も
東
ブ
巧
ィ
セ
ン
.が
除
か 

_
>て
，ゐ
.る
と
と
は
、
獨
逸
全
體
の
_
察
の
，上

に

各

い

て

物

足

ら

な

さ

.を

感

ぜ

レ

め

る

0

、
 

•

:

,

本
書
の
：副
題
：に
v>
ふ
F
Aロ
史
的
硏
究」

I

前一

一
臂
が
當
て
ら
れ
>「

農
業
史
的
研
究」

に
は
最
後
‘の
一
' 章
が
割
か
れ
セ
ゐ
る

如
く
で 

あ
る
。
然
し
そ
の
_

#'
飞
前
記
の
|如
く
、，

「

人
"ロ
^:
的
原
@.」

に
重
點
を
置
い
た
も
の
：で
あ
，る
か
ら
、
本
書
全
體
と
し
て
は「

人
口
史
的
；
 

^
^」

に
終
^-
し
ヒ
も
，の
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
'し
か
も
と
^-
點
に
、
私
が
本
書
を
以
て
獨
逸
ゆ
あ
け
る
經
齋
史
研
デ
の
一
、
 

紙
间
が
現
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
做
す
所
以
が
存
す
る
。
そ
れ
は
獨
逸「

人
口
史
LJ
乃
至「

人
口
史
的
硏
究」

力

^
飞

の

狗

^

^

濟

史

象

界
 

ヮ一

つ
の
有

力

教

部

r l

を
權
成
し
て
ゐ
- ^

と
田
^
れ
名
か
ら
で
あ
^
;、
，そ
れ
が
同
调
に
お
け
る
&
民
的
1
請̂

-^
應

じ

た

冬

の

で

あ

る

と
 

.考
へ
ら
れ
る
、か
ら
で
あ
る
。.六

'

. ,

■今
か
ら
十
年
前
•
グ
ン
チ
^
文
書
館
長
リ
ッ
ヒ

.ガ
ィ
ザ
ァ
敎
授
は
人
口
史
研
究
の
要
を
說
か
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
日
又
4
. 

「

^

大̂
戰
め
不
幸
^-
結
宋
ほ
ヽ
獨
逸
民
族
^
本
質
と
發
展
と
に
つ
い
て
^
問
題
を
獨
逸
歷
史
學
、
宿
命
的
課
題
-̂
し

-f
e

。
獨
逸
.民
族
*

.

.暴
力
を
以
C
.分
裂
せ
し
め
ら
れ
抑
M
さ
：れ
、
.
の̂
.古
東
の
生
括
領
捸
の
大
部
分
が
奪
は
水
、

-1
:

か
も
分
散
せ
し

め

ら

れ

た部
分
を
再
び

結
合
す
る
希
望Q

念

が

燃

ぇ

た

つ

，ニ

と

激

し

く
H

に

つ

名

、
過
去S

蒙

の

：間
に
く
り
ひ
ろ
げ

.ら
れ

た

獨

費

族Q

生
長
と
鑛
播 

と
.
:$
:
檢
評
す

.名
'こ

->
:
が
要
求
さ

^

"^-
£.
に
®

學̂

は

、

觸

逸

民

族

の

；
歷
‘史
的

發

展

を.研
究

す
.べ
き

國

民

的.課
題

を

與

：へ'ら
.れ
.た
の
'で 

あ

る
O
J 

' 

- 

V 
.

「

と
れ
に
_
し
て
；•

『

獨
驚

族

史

題

し

た

數

多

く

の

#
作
が
、
断
に
匕
.
S
求
.を
充
し
て
ゐ
名
で
は
•な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
か
も 

し
れ
な
い
。
然
し
詳
細
に
か
^
尨
ら
’:«
、

1
れ
等
は
、
獨
逸
民
•族
-の
-生
活
に
つ
い
て
說
く
よ
り
も
、
獨
逸
の
地
に
生
じ
た
諸
事
象
、
獨 

逸
，̂

^
•餓
分

邦

•
諸

階

級

の

.
擺

命

を

多

、
く

取

扱

' ク
'
.
て

ゐ

る
'-
^

の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
等
が
他
の『

獨
逸
史』

と

相
違
す
る
點
は
、、
 

歷

史

を

動

が

す
'■主PAJ.

しV
、

支

：晋

よ

り

は

大

衆

を

考

察

す

t

と
多
く
、
政
治
的
展
開
よ
り
も
經
霞
展
を
藝
視
す
る
だ
け
に
過 

ぎ

な

い

。

そ
、
の

他

方

、
.獨

逸

民

族

Q

金
體
的
.發
展
の
慕
に
つ
い
て
は
、
謂
ゆ
る
政
治
史
的
著
作
に
遥
か
に
，及
ば
な
い
の
で
あ
るV

 

,「

い
ま
ま
で
の
肩
議
史
學
の
個
々
の
研I

九
方
向
を
、
■何
等
先
入
見
に
捉
は
れ
ずi

觀
察
す
る
な
•ら
，ば
、
そ
れ
等
す
ベ
て
が
.先
々
の
㈱

 

有
ヴ
見
解
に
#
-つ
て
獨
逸
民
族
の
生
活
め
個
々

<D
.斷
面
の
み
を
吾
々
に
示
す
も
の
だ
け
に
過
ぎ
，な
い
と
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
Q 

，
研
究
者
が
選
び
出
し
た
.文
北
領
練
に
應
じ
て
、
彼
の
.硏
究
に
と
つ
て
規
準
と
な
る
或
る
社
#
階
級
が
と
り
あ
げ
、
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

然
し
蜀 

—

史
を
動
か
す
も
2

し
て
は
、
獨
逸
民
族
の
‘他
の
部
分
が
考
譬
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
；

J

と
が
#
な
く
な
い
。
と

い

含

成

、『

生

.

•僧
侶
階
級
•軍
人
階
級』

と
し
て
古
.く
か
ら
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
名
政
治
的
經
濟
、的
精
神
的
霞
に
は
、種
.々

な
る
社
會
層
が
結
ば
A

.V

 

ゐ
^

|

こ
.
と
を
^
1
.と
.す
'る
.か
ら
：で
あ
る0」
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,「

^
ゆ

る

文
^
史

^
記

敍

も

亦f

猫

逸
^
族

史』

の

自

標

に

到

達•す
'^
こ

と

が

出

來

な

い.で
ゐ

る

，
。
そ

れ

は

凡

ゆ

る

諸

文

^-
領

域

を

凉
 

括
す
る
こ
と

I

め
：
尨
大
な
素
材

f

頭
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
然
し

f

あ
げ
たJ

Q
、
，

の
蔭
に
’、
こ
れ

l

b
出
し
た

A >
は
’お
し
や 

ら
れV

 
了
つ
於
。
S
靈

戾

族

文

化

史

に

•お
い
て
は
、
民
族

I

の
文
化
の
#
後
に
消
朱
せ
し
め
る

'
t險
i

多
い
の
で

t

o」(
s
c
h
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1
5
-
s

•
今
、

，

，
 

•
•

v
t
o批
判
は
、.
ひ
.と
り
從
來
の
獨
逸
民
族
史
士
化
史
に
の
み
放
た
れ
粑
ば
か
り
で
な
く
»
そ
れ
は
經
濟
史
的
著
作
に
も
亦
適
用
せ
ら 

l
べ
き
.も
の
で
あ
っ
た
。
ヵ
ィ
ザ
ァ
：敎
授
は
右
の
批
判
ガ
後
に
、
獨
逸
民
族
の
在
り
方
を
铷
る
上
に
1
民
族
>
以

て
膪
史
的
發
展
.の
ト 

レ
i

‘ガ
ァ
と
し
：て
考
察
し
、
人
間
を
そ
の
仕
事
の
創
造
者
と
し
て
認
む
る
こ
と
を
忘
却
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
II
に
獨
逸
民
族
の
成
立 

と
^.
遷
と
の
研
究
を
以
て
、
獨
逸
歷
史
學
に
.お
け
る
緊
念
の
要
務
と
1
す
と
，と

を

提

唱

し

た'の
で
あ
づ
た
。
端
的
.に
い
へ
ば
、
そ
れ
は
獨 

:逸
人
ロ
史
の
研
究
で
、あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
敎
授
が
最
初1

九
.ニ
七
年
シ
.パ
ィ
ャ
ァ
.に
お
け
る
獨
逸
歷
史
家
大
會
の
席
上
で
こ
れ
を
主 

張
ざ
れ
*
、次
い
で
?

ー
八
年
オ
ス
.，ロ
ホ
に
お

け

る

國

際

歷

史

家

會

議

.で

.も
說
か
れ
る
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